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会
員
の
皆
様
に
は
お
健
や
か
で
す

が
す
が
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推

進
に
多
大
な
ご
協
力
、
ご
指
導
を
い

た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
デ

フ
レ
脱
却
に
向
け
地
域
創
生
や
一
億

総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
た
緊
急

対
策
を
打
ち
出
す
中
、
有
効
求
人
倍

率
、
就
業
者
数
の
上
昇
な
ど
、
そ
の

効
果
は
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
地
方

に
お
い
て
は
景
気
回
復
を
感
じ
得
ま

せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
当

謹 
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新 
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司
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内
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夫

新
年
の
ご
挨
拶

理
事
長
　

中
　
里
　
裕
　
典

セ
ン
タ
ー
で
は
市
の
御
理
解
の
も
と

公
民
館
の
施
設
管
理
を
受
託
し
た
こ

と
か
ら
、
昨
年
10
月
末
現
在
で
は
対

前
年
比
46
人
増
の
１
億
３
千
６
百
万

円
と
な
り
、
事
業
回
復
へ
向
け
て
推

移
し
て
お
り
ま
す
。

　
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
地
域
班
に
つ

い
て
も
、
可
能
性
を
含
め
て
検
討
を

開
始
し
て
お
り
、
引
き
続
き
導
入
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
公
益
社
団
法
人
移
行
後
の

課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
シ
ル
バ
ー
事

業
の
運
営
方
針
の
基
本
で
あ
る
「
中

期
基
本
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
中
国
経
済
の
低
迷
に

よ
る
海
外
投
資
の
減
速
と
と
も
に
、

国
内
企
業
の
設
備
投
資
も
進
ま
な
い

中
、
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
も
予
想

さ
れ
る
と
の
報
道
も
あ
り
、
大
変
厳

し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
も
公
益
社
団
法
人
と

し
て
、
試
行
期
間
と
受
け
止
め
、
３

年
も
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
一
歩
前

へ
踏
み
出
し
、
結
果
検
証
に
よ
る
事

業
方
針
の
設
定
と
存
在
感
の
拡
大
に

向
け
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
認
識
し
つ
つ

「
中
期
基
本
計
画
」
の
目
標
達
成
に
向

け
た
事
業
を
積
極
的
に
進
め
る
所
存

で
す
。

　
昨
年
か
ら
初
め
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
活
用
し
た
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

シ
ル
バ
ー
派
遣
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
根

幹
で
あ
る
安
全
・
適
正
就
業
の
重
要

性
を
再
認
識
し
、
徹
底
し
た
事
業
展

開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
今
ま
で
の
知
識
と

経
験
を
活
か
し
、
生
き
が
い
、
社
会

参
加
、
健
康
維
持
な
ど
の
面
か
ら
期

間
の
大
小
こ
そ
あ
れ
シ
ル
バ
ー
事
業

へ
参
加
さ
れ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
法
人
と
な
る
こ
と
が
地
域
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
と
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
安
定
し
た
事
業
の
継
続
に
努

め
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
社
会

的
役
割
と
責
任
を
果
た
す
よ
う
進
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年

　
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
。
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年
男
・
年
女

　
き
ら
ら
ビ
ー
チ
の
清
掃
を
手
始
め

に
、
竜
王
山
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
で
の

場
内
清
掃
、
草
取
り
等
を
経
て
、
草
刈

班
に
入
り
伐
採
や
調
整
の
片
付
け
、
草

集
め
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
気
が
付
け
ば
入
会
12
年
に
な
り
ま

す
。
ひ
と
え
に
事
務
局
、
会
員
の
皆
様

の
お
か
げ
と
有
難
く
思
い
ま
す
。

　
草
刈
班
の
作
業
は
、
５
月
～
11
月
が

ピ
ー
ク
で
、
イ
ラ
（
毛
虫
）
や
蜂
、
蛇

の
出
現
に
悩
ま
さ
れ
、
特
に
、
炎
天
下

の
作
業
は
と
て
も
大
変
で
す
が
、
お
客

様
か
ら
「
綺
麗
に
な
っ
た
ね
。」
と
喜

ば
れ
、
時
に
は
、
庭
の
野
菜
や
果
実
を

沢
山
頂
い
て
、
嬉
し
い
こ
と
も
多
々
あ

り
ま
し
た
。

　
班
の
皆
様
と
も
和
気
あ
い
あ
い
で
休

　
私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

入
会
し
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。

　「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
朝
か

ら
元
気
な
仲
間
の
声
で
一
日
の
ス
タ
ー

ト
が
始
ま
り
ま
す
。

　
山
陽
小
野
田
市
内
の
公
園
の
草
刈
、

屋
外
作
業
な
の
で
真
夏
の
暑
い
時
、
冬

の
寒
い
時
と
、
大
変
な
作
業
で
す
。
草

刈
が
終
わ
っ
た
と
き
「
ご
苦
労
様
、
綺

麗
に
な
り
ま
し
た
ね
。」
こ
ん
な
言
葉

を
聞
く
と
心
が
和
み
、
や
り
が
い
を
感

　「
今
年
は
申
年
俺
の
年
、
遊
び
に
仕

事
に
ま
だ
ま
だ
齢
に
負
け
ず
に
頑
張
る

ぞ
。」
今
年
は
、
６
回
目
の
年
男
で
、

よ
り
感
慨
深
い
も
の
が
有
り
ま
す
。

　
４
年
前
に
学
校
の
管
理
の
仕
事
に
就

き
ま
し
た
。
単
純
な
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
た
が
、
客
と
接
す
る
こ
と
が
多
く
、

気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
先
ず
は
此
方
か
ら

先
に
声
を
掛
け
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま

す
。
時
に
は
四
方
山
話
な
ど
も
し
て
、

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
近
頃
仕
事
に
出
か
け
る
時
、
楽
し
そ

う
だ
ね
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
消
極
的

　
セ
ン
タ
ー
の
出
会
い
は
、
会
社
を
定

年
退
職
し
、
ど
う
す
る
か
考
え
説
明
会

を
聴
き
、
入
所
し
ま
し
た
。
今
迄
職
場

で
は
、
通
称
「
ム
ラ
ち
ゃ
ん
。」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
若
か
り
し
頃
、「
挨

拶
に
始
ま
り
、
挨
拶
に
終
わ
る
」

　「
一
仕
事
ひ
と
か
た
づ
け
」「
初
心
忘

る
べ
か
ら
ず
」
の
時
代
で
し
た
。

　
昔
、
親
父
に
言
わ
れ
た
事
が
「
お

前
は
一
生
懸
命
や
っ
た
事
が
あ
る
の

か
？
」
と
言
わ
れ
「
一
生
は
命
を
懸
け

て
や
る
こ
と
だ
。
後
は
努
力
だ
。」
と
、

今
考
え
る
と
、
子
供
を
育
て
た
事
？
こ

れ
か
ら
も
残
り
の
人
生
、
最
後
は
何
が

見
つ
け
ら
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

事
故
が
無
い
よ
う
、
怪
我
を
し
な
い
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
様
今
後
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

気
が
付
け
ば
十
二
年

明
る
く
楽
し
い
職
場

仕
事
か
ら
学
ん
だ
喜
び

一
生
懸
命
？

本
山
団
地

丸
山
　
直
美

上
の
郷永

田
　
貞
子

埴
生

谷
川
　
政
勝

古
開
作
団
地

村
田
　
　
優

憩
時
に
は
、
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
草
刈
班
に
入
っ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
共
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

じ
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　
日
々
仲
間
た
ち
と
の
楽
し
い
会
話
、

ま
た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
親

切
に
教
え
て
下
さ
り
、
心
強
く
安
心
し

て
作
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仲
間
の
皆
様
の
温
か
い
気
持
ち
に
感

謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気

を
付
け
、
毎
日
を
楽
し
く
元
気
で
、
働

く
こ
と
の
喜
び
を
噛
締
め
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
あ
っ
た
自
分
が
、
何
事
に
も
進
ん
で

参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
皆
が
驚
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、「
こ
の
仕
事
に

就
い
た
お
蔭
か
な
。」
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
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10月13日（火）「シルバーの日」ボランティア活動報告
（全国シルバー人材センター事業普及啓発促進月間）

作業名 日　程 場　所 参加者 昨年

【清掃奉仕作業】
１０月１３日（火）

９：００～

市民館前周辺 29 33

厚狭駅前周辺 15 15

埴生駅前周辺 16 ―

小　計 60 48

【剪定奉仕作業】
１０月１３日（火）

８：００～
赤崎小学校、厚狭小学校 35 34

【草刈奉仕作業】
１０月１３日（火）

７：００～

須恵児童館、小野田児童館

日の出保育園
23 26

合　計 118 人 108 人

厚狭駅周辺

日の出保育園 小野田児童館須恵児童館

市民館前周辺

埴生駅周辺

厚狭小学校
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「
料
理
教
室
」

　

家
庭
で
で
き
る
気
軽
な

　

お
も
て
な
し
料
理

「
ば
ら
の
育
て
方
教
室
」

（
初
心
者
講
習
）

セ
ン
タ
ー
主
催
第
三
回

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
！

　
10
月
の
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
月
間
に
合
わ
せ
、

10
月
29
日
（
木
）
に
、
市
民
１
５
５
人

の
参
加
を
得
て
、
厚
狭
川
湖
畔
寝
太
郎

公
園
ゆ
め
広
場
で
第
三
回
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
、
中
里
理
事
長
の
挨
拶
で
本

大
会
の
趣
旨
の
説
明
が
あ
り
、
ル
ー
ル

の
説
明
や
、注
意
事
項
の
説
明
後
、さ
っ

そ
く
、
市
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
愛
好

家
に
よ
る
競
技
を
開
始
。

　
皆
さ
ん
年
を
感
じ
さ
せ
な
い
元
気
な

プ
レ
ー
、
本
当
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
好
き
人
間
の
集
ま
り
で
す
。「
こ
の

前
の
成
績
は
ど
う
だ
っ
た
？
」「
楽
し

い
ね
！
」
の
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

　
上
位
成
績
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆
優
勝
　
　
山
本
　
忠
志
（
厚
　
狭
）

　
二
位
　
　
中
野
　
時
正
（
厚
　
狭
）

　
三
位
　
　
内
藤
　
　
力
（
小
野
田
）

　
四
位
　
　
末
永
　
健
一
（
厚
　
陽
）

　
五
位
　
　
村
田
　
忠
一
（
小
野
田
）

　
六
位
　
　
大
野
　
久
江
（
厚
　
狭
）

　
七
位
　
　
吉
武
　
菅
人
（
厚
　
狭
）

　
八
位
　
　
守
岡
け
ん
じ
（
小
野
田
）

　
九
位
　
　
末
広
　
正
二
（
厚
　
狭
）

　
十
位
　
　
松
尾
　
芳
徳
（
小
野
田
）

　
敢
闘
賞
　
松
本
　
　
浩
（
小
野
田
）

☆
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

　
古
谷
　
秋
子
　
　
末
永
　
健
一

　
吉
田
ユ
リ
子
　
　
長
尾
ミ
サ
子

　
末
永
　
金
治
　
　
土
井
　
　
明

自
主
事
業

第１打今日の調子は？ 今度は入れるわよ！ どこまでこ
ろがった！はいれ～！

自主事業

市民向け 講 会習 を開催しました！
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■■■平成２７年度事業実施状況中間報告■■■ 
（平成２７年１１月末現在） 

1 月別実績及び対前年度実績比較表                （単位：千円） 

  

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １0 月 １１月

前年度 14,202 17,602 17,112 19,405 18,512 18,416 21,468 16,866
当年度 15,686 17,956 18,591 20,081 18,800 21,621 23,377 21,636
前年比 111.7％ 102.0％ 108.6％ 103.5％ 101.6％ 117.4％ 108.9％ 128.3％

 
 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月

前年度

当年度

民間

事業所

40.1%
公共

団体

37.6%

一般

家庭

22.3%

２ 受注先別契約金額の割合
技術

0.0%
技能

11.7%
事務

0.4%

管理

29.8%

折衝外交

2.4%

一般作業

53.6%

サービス

2.1%

３ 職群別契約金額の割合

・�

毎
月
10
日
10
時
か
ら
12
時
ま
で
受
け

付
け
て
お
り
ま
す
。

・�

未
だ
就
業
し
て
い
な
い
会
員
で
、
就

業
に
関
す
る
こ
と
や
現
在
就
業
し
て

い
る
会
員
さ
ん
で
就
業
等
に
関
し
て

悩
み
事
等
ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

年
会
費
は
、
毎
年
度
毎
に
支
払
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
近
年
は
支
払
い
が
遅
れ
る
会
員
さ

ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
年
度
の
年
会
費
は
、就
業
、未
就
業

に
関
係
な
く
、
５
月
末
日
ま
で
に
納
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

２８年

１月 １５日

２月 １５日

３月 １５日

４月 １５日

５月 １６日

６月 １５日

７月 １５日

８月 １５日

９月 １５日

就
　
業
　
相
　
談

配
分
金
支
払
日

年
会
費
の
支
払
に
つ
い
て

お知らせ
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市
長
・
市
議
会
議
長
に

�

シ
ル
バ
ー
支
援
要
請
を
行
う
！

　
９
月
４
日
（
金
）
白
井
市
長
に
対
し

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支

援
要
請
を
す
べ
く
面
談
す
る
予
定
で
し

た
が
、
市
長
所
要
の
た
め
、
代
わ
り
に

産
業
振
興
部
の
姫
井
昌
部
長
に
、「
高

齢
者
が
地
域
で
活
躍
で
き
る
場
の
拡
大

に
取
り
組
む
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
支
援
の
要
望
」
書
を
手
渡
す
と
と
も

に
、
補
助
金
と
、
公
共
事
業
の
発
注
の

確
保
に
つ
い
て
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
（
金
）
尾
山
市
議
会
議
長
及

び
三
浦
副
議
長
に
対
し
支
援
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
新
た

な
補
助
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
活
用
・
現

役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事
業
が
始
ま
っ
た
こ
と

か
ら
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
市
の
補
助
金

の
確
保
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
ま
し
た
。

　
市
の
財
政
も
大
変
厳
し
い
中
、
高
齢
者

の
働
き
場
所
の
提
供
も
、
市
の
施
策
と
し

て
必
要
な
こ
と
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

川
　
柳

不
動
寺
原
　
中
村
　
節
子

一
つ
ず
つ
花
の
名
当
っ
こ
花
の
行

介
護
士
の
笑
顔
を
杖
に
紅
葉
狩
り

旅
友
と
誓
う
再
会
秋
惜
む

藁わ
ら

を
打
つ
母
さ
ん
の
手
に
烏

か
ら
す

瓜う
り

定
員
の
愛
嬌
に
つ
い
シ
ク
ラ
メ
ン

埴
生
　
埴
生
　
一
お

満
月
や
古
き
学
び
や
治い
や

し
け
り

一
人
寝
に
虫
の
音ね

数
え
夜
ふ
け
か
な

剪
定
日
毎
年
一
度
の
笑
顔
か
な

国
憂
い
大
枝
す
か
し
若
葉
ま
つ

め
で
た
さ
も
一
杯
の
チ
ョ
コ
と
雑
煮
二
コ

�

須
恵
三
丁
目
　
石
井
　
安
子

長
い
よ
う
で
あ
っ
と
言
う
間
に
一
年
が

七
〇
年
養
っ
て
来
た
此
の
平
和

思
い
遣
り
い
つ
も
忘
れ
ず
未
来
ま
で

生
か
さ
れ
て
ス
ロ
ー
ス
ロ
ー
の
米
寿
坂

生
き
る
た
め
三
猿
に
な
る
の
も

�

　
　
老
い
の
知
恵

�

住
吉
本
町
　
　
菊
永
　
咲
子

出
会
い
よ
り
別
れ
が
増
え
る
茜
ぞ
ら

笑
い
転
げ
た
頃
の
若
さ
が
懐
か
し
い

雑
学
の
森
で
十
七
文
字
を
読
む

行
き
ず
り
に
会
釈
を
か
わ
す
万
歩
計

同
じ
目
の
高
さ
で
思
い
通
じ
合
う

俳
　
句
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平成２８年入会説明会のご案内！

１　小野田地区	 毎月第３金曜日 9：30 ～

			   （場所：シルバー人材センター 2Ｆ会議室）

２　山陽地区	 偶数月第３水曜日 9：30 ～

			   （場所：山陽総合事務所）

３　埴生地区	 ７月第３水曜日 14：00 ～

			   （場所：埴生公民館 2Ｆ会議室）

４　平成２８年開催予定日

センター会議室 山陽総合事務所会議室 埴生公民館会議室

１月１５日（金）

２月１９日（金） ２月１７日（水）

３月１８日（金）

４月１５日（金） ４月２０日（水）

５月２０日（金）

６月１７日（金） ６月１５日（水）

７月１５日（金） ７月２０日（水）

８月１９日（金） ８月１７日（水）

９月１６日（金）

１０月２１日（金） １０月１９日（水）

１１月１８日（金）

１２月１６日（金） １２月２１日（水）

※開催時間は、２時間程度

体
験
談
・
意
見
・
感
想
・
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
・
詩
な
ど
多
数
ご
応
募
く
だ

さ
い
。 原

稿
募
集
！

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
「
高
齢
者
活
用
・
現

役
世
代
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
が
導
入
さ

れ
、
就
業
開
拓
も
精
力
的
に
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
会
員
の
ご
活
躍
や
地

域
の
皆
様
の
ご
理
解
も
あ
り
、
業
績

も
上
が
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
年
は
申
年
。
猿
は
利
口
と
好
奇

心
を
象
徴
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、「
猿
も
木
か
ら
落
ち
る
。」

と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
失
敗
を
恐

れ
ず
好
奇
心
を
持
っ
て
、
皆
様
と
共

に
健
康
に
留
意
し
な
が
ら
実
績
を
伸

ば
し
た
い
も
の
で
す
。

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

会
報
委
員
　
髙
橋
　
里
枝

編
集
後
記

シルバー人材センターでは６０歳以上の皆さんの

ご加入をお待ちしております。

会
員
募
集
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